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會
構
造
の
理
論
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1

　
英
國
肚
會
人
類
學
に
お
け
る
ナ
ー
デ
ル
教
授
の
盛
名
は
、
そ
の
多
彩
な
研
究

活
動
と
と
も
に
つ
と
に
廣
く
世
界
に
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
氏
の
碍

究
業
績
は
主
と
し
て
民
族
誌
學
的
研
究
と
理
論
的
研
究
の
二
つ
の
側
面
に
大
別

さ
れ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
後
に
や
や
詳
し
く
述
べ
る
氏
の
複
難
な
キ
ェ
ア
ー

リ
ア
と
も
關
連
し
て
、
壮
會
人
類
學
に
お
け
る
濁
創
的
か
つ
大
膿
な
理
論
農
系

化
を
推
進
せ
し
め
、
二
〇
世
紀
後
宇
に
お
け
る
一
つ
の
優
れ
た
理
論
的
水
準
を

示
す
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
本
書
は
、
一
九
五
五
年
母
校
卜
o
目
山
露
OQ
g
o
9
亀
国
8
目
o
誉
一
8
で
の

招
待
講
演
に
も
と
づ
き
、
氏
の
第
二
の
重
要
な
理
論
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
が
、

出
版
完
了
後
数
日
に
し
て
、
突
然
、
冠
状
血
塞
の
た
め
に
逝
去
さ
れ
た
。
享
年

五
三
。
圓
熟
期
に
あ
る
氏
の
急
逝
は
各
國
の
人
類
學
渚
、
祉
會
學
者
に
深
く
惜

紹
介
と
批
詐

し
ま
れ
て
い
る
。
最
後
の
著
作
と
も
な
つ
た
本
書
を
前
に
し
て
、

ら
の
哀
悼
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

H

筆
者
も
心
か

　
曽
Φ
伊
蔓
坤
言
山
寄
＆
Φ
誌
良
2
包
9
は
、
　
一
九
〇
三
年
ウ
ィ
ー
ソ
の
法
律
家

の
家
に
生
ま
れ
、
本
來
の
國
籍
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
あ
つ
た
が
後
年
イ
ギ
リ
ス

國
籍
を
取
得
し
て
い
る
。
氏
が
阯
會
人
類
學
の
領
域
に
關
心
を
も
ち
そ
の
專
門

的
訓
練
を
受
け
よ
う
と
し
た
時
は
、
す
で
に
心
理
學
と
哲
學
に
關
す
る
博
士
號

（
N
目
同
困
の
唄
O
げ
O
一
〇
臼
亀
δ
O
O
儀
Φ
目
国
O
廣
O
霞
Φ
昌
Φ
ぴ
Φ
自
弘
鵠
㎝
）
を
ウ
ィ
ー
ン

大
學
よ
り
授
興
さ
れ
た
後
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
な
お
、
さ
ら
に
そ
れ
颯
前
に
、

ウ
ィ
ー
ソ
一
晋
樂
ア
カ
デ
ミ
ー
に
お
い
て
作
曲
、
指
揮
、
ピ
ア
ノ
演
奏
の
訓
練
を

受
け
、
デ
ュ
ヅ
セ
ソ
ド
ル
フ
・
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
副
指
揮
者
、
レ
デ
ィ
オ
・
ヴ

ィ
エ
ソ
ナ
ニ
晋
樂
プ
ラ
グ
ラ
ム
・
プ
ロ
デ
ュ
サ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
お
り
、
或

い
は
自
己
の
組
織
す
る
歌
劇
團
の
指
揮
者
と
し
て
チ
ェ
ッ
コ
に
演
奏
放
行
し
て

い
る
。
そ
の
頃
、
次
第
に
民
俗
晋
樂
に
傾
倒
し
比
較
晋
樂
學
（
8
琶
短
蜀
寓
お

9
屋
ざ
9
0
讐
）
に
關
心
を
示
し
て
、
後
に
肚
會
人
類
學
に
接
近
す
る
素
地
が

こ
の
時
に
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
、
プ
ラ
ー
グ
の
民
俗
晋
樂
國
際

會
議
に
出
席
し
て
お
り
、
同
時
に
、
ア
フ
リ
カ
土
語
の
研
究
を
は
じ
め
て
い
る
。

後
年
、
氏
が
優
れ
た
言
語
學
的
研
究
を
現
地
調
査
に
結
晶
さ
せ
た
襲
端
も
、
す

で
に
そ
の
頃
に
は
じ
ま
つ
て
い
る
。
こ
の
聞
、
一
晋
樂
類
型
論
と
一
晋
樂
家
ブ
ッ
ソ

ー
二
の
傳
記
を
出
版
し
て
い
る
。

　
こ
の
す
で
に
著
名
な
若
き
新
進
の
晋
樂
理
論
家
条
演
奏
家
が
、
未
開
肚
會
の

な
に
も
の
か
に
魅
せ
ら
れ
て
肚
會
人
類
學
の
新
領
域
に
入
門
し
た
の
は
、
一
九

三
二
年
、
ロ
ン
ド
ン
大
學
に
お
け
る
マ
リ
ノ
フ
ス
キ
ー
の
研
究
會
に
参
加
し
た

九
三

（
一
〇
二
七
）



紹
介
と
批
評

時
、
す
な
わ
ち
結
婚
後
六
年
を
纒
過
し
た
二
九
歳
の
時
で
あ
つ
た
。
そ
の
後
は

全
て
の
人
類
學
者
が
一
般
に
辿
る
現
地
調
査
の
時
期
を
ア
フ
リ
カ
・
北
ナ
イ
ジ

エ
リ
ヤ
地
方
Z
唇
Φ
族
の
も
と
に
過
し
、
後
年
、
そ
の
優
れ
た
民
族
誌
學
的
研

究
（
Z
g
冨
舜
Φ
一
お
ご
コ
お
9
）
を
出
版
し
て
い
る
。
そ
の
間
、
人
類
學
の
博

士
號
免
o
騨
ざ
亀
四
且
閑
①
一
蒔
ざ
q
の
ω
訂
仁
9
昌
0
9
2
g
冨
の
8
誉
昌
”

一
8
㎝
）
を
ロ
ン
ド
ソ
大
學
よ
り
取
得
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ア
ソ
グ
ロ
・
エ

ジ
プ
ト
・
ス
ー
ダ
ン
政
府
の
政
府
人
類
學
者
と
な
り
、
同
東
ス
ー
ダ
ン
地
方

2
暮
9
。
族
の
鷹
用
人
類
學
的
調
査
に
從
事
し
、
そ
の
間
の
研
究
内
容
は
、
卜

国
一
9
爵
ω
気
爵
馨
言
目
レ
漣
錦
円
げ
Φ
2
ρ
び
90
矯
お
ミ
等
の
民
族
誌
學
的
著
作

に
獲
表
さ
れ
た
。

　
氏
は
現
地
調
査
に
お
い
て
も
つ
ね
に
第
日
級
の
民
族
誌
學
者
、
言
語
學
者
で

あ
つ
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
、
人
類
學
と
心
理
學
の
ボ
ー
ダ
！
・
ラ
イ
ン
に
關
す

る
困
難
な
方
法
論
的
問
題
に
封
決
し
、
事
實
観
察
と
理
論
分
析
と
の
關
係
を
深

く
凝
親
し
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
實
謹
的
研
究
と
理
論
的
探

索
を
纏
て
、
現
在
も
な
お
肚
會
人
類
學
上
の
名
著
と
い
わ
れ
る
円
富
閨
呂
層

q
即
寓
o
ロ
o
o
o
鴇
ω
o
o
貯
一
｝
目
酔
げ
8
b
g
o
鵬
ざ
お
鐸
が
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
書
樂
に
は
じ
ま
る
哲
學
、
心
理
學
、
言
語
學
等
々
の
氏
の
學
間

的
巡
禮
の
一
つ
の
融
合
騰
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
當
時
の
機
能
主
義
人
類
學
理

論
に
肚
會
シ
ス
テ
ム
理
論
を
交
合
せ
し
め
た
劃
期
的
な
螢
作
と
し
て
高
く
詐
贋

さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
特
に
氏
の
關
心
を
惹
き
つ
け
た
の
は
、
肚
會
學
と
肚
會

人
類
學
の
概
念
的
シ
ス
テ
ム
を
心
理
學
的
分
析
枠
に
結
合
せ
し
め
る
問
題
で
あ

つ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
次
大
職
中
は
、
前
述
ア
フ
リ
カ
の
諸
地
方
お
よ
び
エ
リ
ト
リ
ヤ
、
ト
リ

ポ
リ
タ
ニ
ヤ
等
に
お
い
て
懸
用
人
類
學
的
活
動
に
從
事
し
、
職
後
、
ロ
ソ
ド
ン

九
四

（
一
〇
二
八
）

大
學
、
ダ
ー
ハ
ム
大
學
に
お
け
る
講
座
を
受
け
も
ち
、
そ
の
間
、
人
類
學
關
係

の
各
種
の
國
際
會
議
に
出
席
し
、
ま
た
、
そ
の
人
類
學
上
の
諸
業
績
に
よ
つ
て

籔
多
く
の
記
念
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
て
、
職
後
の
英
國
人
類
學
者
の
間
の
著
名
な

指
導
者
の
一
人
と
な
つ
た
。

　
一
九
五
〇
年
以
來
、
濠
洲
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
新
設
さ
れ
た
國
立
大
學
の
閃
Φ
－

器
霞
9
ω
9
0
9
鼠
，
財
舘
S
o
oo
ε
島
霧
の
初
代
部
長
と
し
て
招
聴
さ
れ
、

太
李
洋
地
域
に
關
す
る
調
査
研
究
の
組
織
化
の
さ
な
か
、
一
九
五
六
年
一
月
一

四
日
、
同
地
に
お
い
て
亡
く
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
（
氏
の
痙
歴
に
關
し
て
は
、

閑
9
『
目
o
ロ
山
固
詳
F
誤
目
o
艮
o
暫
昌
》
目
酔
げ
岩
b
o
一
〇
鯨
一
警
｝
＜
o
一
．
O
P
2
9
ご

国
魯
讐
9
昌
一
。
欝
題
●
一
嵩
－
一
漣
，
崔
①
器
H
閨
o
詳
Φ
9
毎
冒
o
日
o
貫
甘

Z
銭
①
一
｝
円
げ
Φ
円
ざ
O
昌
9
ω
O
a
巴
o
o
訂
仁
o
言
H
ρ
屋
盟
・
に
、
か
な
り
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
な
お
完
全
な
る
著
作
目
録
は
雑
誌
食
帥
昌
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
）

皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ル
の
ア
ナ
リ
シ
ス

　
さ
て
本
書
は
、
肚
會
構
造
の
分
析
を
「
役
割
分
析
」
の
手
法
か
ら
理
論
化
し

よ
う
と
意
圖
し
、
か
か
る
ア
プ
ロ
！
チ
に
内
在
す
る
諸
間
題
の
詳
細
な
理
論
的

分
析
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
吐
會
構
造
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
は
そ

の
肚
會
の
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
つ
て
提
示
さ
れ
、
か
か
る
シ
ス
テ
ム
の
分

析
に
必
要
な
諸
概
念
用
具
の
展
開
が
本
書
の
中
心
課
題
と
な
る
。
か
か
る
分
析

手
法
は
、
枇
會
行
爲
理
論
、
肚
會
シ
ス
テ
ム
論
な
ど
現
代
理
論
肚
會
學
の
中
心

課
題
と
も
重
複
す
る
の
で
、
特
に
同
教
授
に
猫
自
の
見
解
と
思
わ
れ
る
黙
を
中

心
に
し
て
、
そ
の
理
論
構
造
の
概
要
を
略
述
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　
本
書
は
七
章
か
ら
な
る
。
便
宜
上
、
一
貫
し
て
原
文
の
タ
イ
ト
ル
を
用
い
る



こ
と
に
す
る
。

　
第
一
章
《
評
＆
目
言
胃
竃
畢

　
こ
こ
で
は
「
吐
會
構
造
」
の
概
念
の
過
去
の
系
譜
を
辿
り
、
そ
れ
に
關
す
る

重
要
な
諸
姉
妹
概
念
i
パ
タ
：
ン
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ロ
！
ル
・
シ
ス
テ
ム
、

ス
テ
イ
タ
ス
、
フ
ァ
ソ
ク
シ
ョ
ン
ー
を
槍
討
し
よ
う
と
す
る
。
本
書
の
理
論

艦
系
に
お
い
て
は
、
特
に
、
身
分
、
機
能
の
爾
概
念
を
捨
象
し
よ
う
と
し
て
い

る
鮎
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

　
第
二
章
《
汐
o
菖
①
屋
9
閃
9
①
跨
ロ
巴
誘
呂
・

　
吐
會
と
個
人
の
間
の
有
敷
な
媒
介
概
念
と
し
て
の
「
役
割
」
の
概
念
を
≦
・

燭
曽
9
ρ
蜜
嵩
害
臼
｝
9
旨
Φ
銭
｝
罰
＝
暮
O
F
β
℃
帥
屡
O
匿
の
線

に
副
つ
て
展
望
し
、
著
者
の
観
黙
か
ら
す
る
役
割
理
論
の
現
状
の
不
備
な
黙
を

指
摘
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
敏
陥
を
克
服
す
る
手
段
と
し
て
、
ま
ず
「
役
割
の

内
的
構
造
」
を
、
e
周
邊
部
、
⇔
中
心
部
、
㊧
潔
奥
部
、
の
三
つ
の
ハ
イ
ヤ
ラ

ル
キ
ー
に
分
類
す
る
（
三
一
頁
）
。
つ
ま
り
、
役
割
に
關
す
る
基
本
的
中
福
的
特

徴
を
明
徴
化
す
る
た
め
の
言
語
學
的
、
意
昧
論
的
基
準
を
措
定
し
て
お
く
わ
け

で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
例
え
ば
、
杜
會
心
理
學
一
般
に
お
け
る

役
割
概
念
の
弱
鮎
（
三
五
頁
）
を
、
人
類
學
、
肚
會
學
の
立
場
か
ら
克
服
で
き

る
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
タ
イ
プ

　
次
に
、
役
罰
の
類
型
を
、
e
器
o
巨
詳
目
Φ
旨
き
ざ
　
⇔
舘
ゲ
団
雪
①
旨
①
旨

岩
δ
　
の
二
つ
に
分
類
す
る
（
三
六
頁
）
。
そ
れ
は
、
從
來
の
e
緩
8
ぎ
a

9
暮
垢
　
⇔
舘
冨
雪
a
o
・
富
菖
の
の
爾
極
概
念
に
封
懸
す
る
が
、
そ
れ
と
全

く
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
「
循
環
的
役
割
」
（
假

諜
）
と
こ
れ
迄
の
「
生
得
的
地
位
」
と
の
間
に
は
、
そ
の
時
問
的
、
互
硯
的
、

動
態
的
性
格
に
お
い
て
顯
著
な
相
違
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

紹
介
と
批
評

　
第
三
章
合
o
目
鴇
o
H
β
一
身
坦
員
一
U
①
＜
壁
ロ
8
V

　
役
割
の
相
互
認
知
、
行
動
の
相
互
期
待
に
關
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
相
互
補
足
性

と
、
そ
の
統
制
的
檬
相
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
他
の
諸
吐
會

シ
ス
テ
ム
論
と
全
般
的
に
大
差
な
く
、
別
に
問
題
と
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
第
四
章
合
9
霞
Φ
目
8
9
閃
o
ざ
ω
網
9
①
目
母

　
も
ろ
も
ろ
の
役
割
の
相
互
關
蓮
ー
つ
ま
り
ロ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
貫
性

1
の
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
主
た
る
論
酷
は
、
肚
會
の
複

合
性
、
異
質
性
と
冒
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
一
貫
性
と
の
關
係
に
つ
い
て
で
あ
り
、

現
代
枇
會
に
お
け
る
役
割
葛
藤
の
分
析
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
用
具
の

一
つ
と
し
て
、
e
猫
立
的
役
割
、
⇔
從
驕
的
役
割
、
め
封
概
念
を
設
定
し
て
お

く
（
八
O
頁
）
。
前
者
に
よ
つ
て
論
理
的
範
疇
の
役
割
と
現
實
の
役
割
と
の
相

互
關
係
が
軍
に
存
在
可
能
で
あ
る
よ
う
な
役
割
、
後
者
に
よ
つ
て
論
理
的
範
疇

の
役
割
と
現
實
の
役
割
と
の
相
互
關
係
が
必
須
で
あ
る
よ
う
な
役
割
、
を
意
昧

し
全
て
の
具
豊
的
な
役
割
は
こ
の
爾
極
間
の
一
蓮
の
コ
ソ
テ
ィ
ニ
ュ
ー
ム
に
位

置
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
封
概
念
の
使
用
に
よ
つ
て
、
役
割
葛

藤
の
事
象
を
外
的
秩
序
、
内
的
秩
序
、
副
次
集
團
等
に
お
い
て
分
析
し
よ
う
と

す
る
。

　
第
五
章
《
U
①
範
お
雷
9
｝
冨
霧
舘
試
o
昌
V

　
こ
こ
で
は
、
吐
會
理
論
普
遍
化
に
關
す
る
抽
象
水
準
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
、

著
者
の
理
論
豊
系
に
お
け
る
一
つ
の
科
學
観
が
示
さ
れ
て
い
る
黙
、
興
味
深
い

も
の
が
多
い
。
特
に
、
ソ
シ
オ
メ
ト
リ
ー
、
相
互
行
爲
理
論
、
ス
モ
ー
ル
・
グ

ル
ー
プ
研
究
等
に
封
す
る
ナ
ー
デ
ル
の
批
判
（
一
〇
九
ー
一
一
四
頁
）
に
そ
の

科
學
観
の
片
鱗
が
み
い
だ
さ
れ
る
。
著
者
は
抽
象
化
の
水
準
を
、
e
人
間
行
爲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ジ
ツ
シ
ヨ
ナ
ル
じ
ピ
ク
チ
ャ
ド

の
關
係
、
⇔
行
爲
者
の
役
割
と
そ
の
關
係
、
◎
批
會
の
位
置
的
圖
形
、
の
三

九
五

（
一
〇
二
九
）



紹
介
と
批
評

つ
に
分
類
す
る
（
一
〇
六
頁
、
一
一
四
頁
）
。
さ
ら
に
第
三
の
抽
象
化
水
準
の
分

析
を
展
開
す
ゐ
た
め
に
、
e
相
互
の
行
爲
に
衡
す
る
統
御
（
3
目
塁
且
o
く
R

o
器
9
b
o
普
霞
．
o
。
暫
9
ご
葛
）
、
⇔
既
存
の
利
盆
、
資
源
に
封
す
る
統
御
（
8
日
－

目
や
区
O
〈
霞
實
謎
試
昌
㎎
冨
β
①
ゆ
訂
8
話
零
霞
O
霧
）
、
の
二
つ
の
基
準

を
設
け
る
（
一
一
五
頁
）
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
基
準
は
、
次
に
、
六
つ
の
贋
値

領
域
ー
（
i
）
物
質
的
資
源
、
利
盆
、
（
茸
）
就
會
的
威
嚴
、
（
…
m
）
認
識
的
諸
債

値
、
（
加
）
感
情
的
、
感
畳
的
、
美
的
満
足
、
（
v
）
道
徳
的
諸
便
値
、
（
d
）
先
験

的
諸
便
値
i
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
評
贋
の
量
的
ス
ケ
ー
ル
に
の
せ
ら
れ
る

（
一
一
八
頁
）
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
役
割
概
念
に
纒
ま
る
外
的
、
質
的

因
子
を
捨
象
し
純
梓
に
抽
象
的
、
分
析
的
な
基
準
枠
を
構
成
し
て
、
そ
の
分
析

枠
に
基
く
理
論
普
遍
化
の
途
を
拓
こ
う
と
し
て
い
る
。

　
第
山
ハ
出
早
《
の
け
U
g
O
叶
9
目
Φ
｝
円
一
日
Φ
暫
口
q
即
Φ
即
＝
♂
気
V

　
こ
こ
で
は
、
著
者
の
理
論
睦
系
が
一
種
の
「
モ
デ
ル
理
論
」
で
あ
る
こ
と
の

性
格
を
説
明
し
、
そ
の
モ
デ
ル
性
に
よ
る
比
較
研
究
の
問
題
、
そ
れ
に
内
在
す

る
互
硯
的
ー
微
親
的
の
關
係
を
述
べ
る
。

　
第
七
章
《
O
o
昌
o
ご
o
o
ざ
目
ヨ
幹
旨
9
娼
器
9
昌
“
害
β
o
試
o
β
V

　
本
書
に
提
起
さ
れ
る
「
枇
會
構
造
」
分
析
の
方
法
は
、
e
8
。
暑
詳
田
㊦
旨

⇔
σ
け
Φ
昌
o
屡
o
墨
一
8
目
目
9
目
山
㊧
H
①
冨
試
＜
Φ
8
目
日
9。
昌
o
〈
Φ
H
H
Φ
－

o・

8
器
窃
9
0
民
び
臼
呂
宏
の
三
つ
の
基
本
的
術
語
に
よ
つ
て
要
約
さ
れ
る

（
一
五
三
頁
）
。
第
一
は
位
置
と
關
係
の
想
定
を
麦
え
る
メ
カ
ニ
ッ
ク
、
第
二
は

直
接
的
相
互
行
爲
に
よ
る
關
係
、
第
三
は
そ
れ
ら
の
關
係
を
間
接
的
に
規
定
す

る
外
的
基
準
融
、
を
そ
れ
ぞ
れ
意
味
す
る
。
さ
ら
に
統
御
に
關
す
る
二
つ
の
基

準
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
吐
會
構
造
と
肚
會
の
灌
力
構
造
と
を
密
着
さ

せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
た
。
，
以
上
の
諸
概
念
用
具
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ

九
六

（
一
〇
三
〇
）

れ
の
役
割
に
お
け
る
個
人
聞
の
相
互
依
存
關
係
、
諸
役
割
と
そ
の
肚
會
と
の
相

互
依
存
關
係
、
諸
役
割
に
よ
つ
て
構
成
さ
れ
る
も
ろ
も
ろ
の
集
團
間
の
相
互
依

存
關
係
等
を
解
明
し
、
終
極
的
に
は
肚
會
的
存
在
に
お
け
る
一
般
的
特
徴
、
諸

規
律
性
を
護
見
す
る
手
段
を
準
備
し
よ
う
と
意
圖
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

現
歌
は
、
一
方
に
お
い
て
嚴
密
な
理
論
圖
式
を
構
成
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に

お
い
て
は
つ
ね
に
そ
の
現
實
と
の
接
合
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
朕
態
に

あ
る
と
い
う
。
し
か
も
、
人
類
學
理
論
が
普
遍
化
へ
の
途
を
辿
る
た
め
の
「
比

較
可
能
性
」
を
探
求
す
る
に
際
し
て
、
著
者
は
、
新
し
い
ロ
ジ
ッ
ク
と
哲
學
を

こ
の
領
域
に
大
謄
に
も
ち
こ
も
う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
を
著
者
は
目
霞
Φ

冒
匹
試
自
巴
o
・
9
①
目
響
暫
に
お
い
て
提
起
し
て
い
る
（
一
五
七
頁
）
。

　
そ
の
こ
と
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
、
要
す
る
に
ナ
！
デ
ル
は
、
人
類
學

的
諸
特
殊
研
究
を
豊
系
化
し
よ
う
と
す
る
濁
創
的
な
見
解
を
本
書
に
示
し
た
の

で
あ
つ
た
。

lv

　
著
者
の
理
論
騰
系
は
、
そ
の
風
攣
り
な
輕
歴
と
も
關
連
し
て
、
全
般
的
に
極

め
て
複
合
的
で
あ
り
そ
の
理
解
が
む
ず
か
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
從

來
の
專
門
分
化
主
義
に
よ
つ
て
は
到
底
き
り
拓
か
れ
な
か
つ
た
で
あ
ろ
う
よ
う

な
、
廣
い
覗
野
の
も
と
に
お
け
る
斬
新
な
理
論
構
造
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
こ

と
は
、
著
者
の
よ
う
な
特
殊
な
脛
歴
を
へ
た
も
の
に
し
て
初
め
て
成
さ
れ
得
る
、

肚
會
諸
科
學
の
統
合
化
の
た
め
の
一
つ
の
貴
重
な
業
績
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
著
者
の
急
逝
に
よ
つ
て
そ
の
理
論
豊
系
の
正
當
な
判
臨
は
ま
す

ま
す
困
難
と
な
つ
た
が
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
、
こ
の
領
域
に
お
け
る
偉
大
な
先

達
の
一
人
を
失
つ
た
こ
と
の
損
失
は
い
か
に
強
調
し
て
も
彊
調
し
過
ぎ
る
こ
と



は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
最
後
に
、
著
者
の
理
論
構
造
に
關
す
る
若
干
の
疑
問
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
つ

て
、
同
氏
の
冥
福
を
心
か
ら
所
り
た
い
と
思
う
。

　
著
者
は
、
そ
の
理
論
豊
系
に
お
い
て
最
も
重
要
な
る
位
置
を
占
め
る
「
統

御
」
の
概
念
お
よ
び
「
債
値
領
域
」
の
操
作
に
よ
つ
て
、
構
造
分
析
に
お
け
る

機
能
的
側
面
を
充
分
に
考
慮
し
得
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
黙
に
關
す
る
圖
式
的

抽
象
的
性
格
は
覆
う
べ
く
も
な
く
、
概
念
圖
式
に
お
け
る
こ
の
部
門
の
脆
弱
性

が
指
摘
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
と
關
連
す
る
「
比
較
可

能
性
」
の
問
題
に
し
て
も
、
果
し
て
著
者
の
い
う
正
當
な
評
償
ス
ケ
ー
ル
が
構

成
さ
れ
得
る
か
ど
う
か
甚
だ
疑
問
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
も
し
役
割
に
お
け
る

質
的
事
象
が
そ
の
許
贋
ス
ケ
ー
ル
に
よ
つ
て
量
的
事
象
に
正
當
に
選
元
さ
れ
得

な
い
も
の
と
す
れ
ば
、
比
較
可
能
性
の
間
題
は
な
ん
ら
解
決
さ
れ
た
こ
と
に
は

な
ら
ず
、
人
類
學
に
お
け
る
比
較
研
究
の
基
本
馳
は
依
然
と
し
て
ポ
レ
、
・
・
ッ
ク

の
ま
ま
に
取
り
残
ざ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
誠
に
む
ず
か
し
い
問
題
で

は
あ
る
が
、
著
者
の
理
論
膿
系
に
よ
つ
て
も
な
に
か
氷
解
し
な
い
も
の
が
残
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
一
般
に
「
役
割
」
と
「
地
位
」
と
は
不
可
分
の
姉
妹
概
念
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
が
、
著
者
の
場
合
は
、
役
割
を
「
循
環
的
」
．
と
「
達
成
的
」
と

に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
「
地
位
」
の
概
念
を
取
り
除
こ
5
と
L
て
い
る
。

そ
の
黙
、
や
や
濁
創
的
な
見
解
と
し
て
傾
聰
に
贋
い
す
る
が
、
軍
純
、
同
質
的

な
未
開
肚
會
の
場
合
と
、
複
合
、
異
質
的
な
現
代
肚
會
の
場
合
と
で
は
、
同
じ

「
循
壌
的
役
割
」
を
措
定
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
を
一
律
に
庭
理
し
得
な
い

問
題
が
そ
こ
に
残
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
鮎
に
つ
い
て
は
濁
立

的
と
從
麗
的
の
封
概
念
に
よ
つ
て
解
決
し
よ
う
と
試
み
て
は
い
る
も
の
の
、
循

紹
介
と
批
詐

環
に
よ
つ
て
意
昧
さ
れ
る
吐
會
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
現
代
肚

會
に
關
す
る
限
り
そ
う
と
う
の
困
難
が
豫
想
さ
れ
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
肚
會
構
造
の
理
論
は
本
書
の
出
現
に
よ
つ
て
新

ら
し
い
局
面
に
到
達
し
た
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
本
書
は
、
ま
さ
に
問
題
の
書

と
し
て
讃
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
　
　
（
一
九
五
七
・
一
一
・
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
＋
時
嚴
周
）

九
七

（
一
〇
三
一
）


